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化学物質による休業４日以上の労働災害（がん等の遅発性疾病を除く。）の原因となった化学物質の多く

は、特別規則の対象外です。これら規制の対象外であった有害な化学物質を主な対象として、国によるばく

露の上限となる基準の策定、危険性・有害性情報の伝達の整備拡充等を前提として、事業者がリスクアセス

メントの結果に基づき、ばく露防止のための措置を適切に実施する制度が令和６年４月から導入されました。 

施行から１年以上がたち、これらに対応をする上で、いろいろな問題に直面していることと思われます。 

化学物質管理の重要性について意識を高め、化学物質管理活動の定着を図るために、２月に「慣れた頃

こそ再確認 化学物質の扱い方」をスローガンに化学物質管理強調月間が展開されます。 

これに合わせ、化学物質管理に係るそれぞれの立場の方からの講演をプログラムしました。より高次元の

化学物質管理の実施のために事業主、化学物質管理者、衛生管理者など関係者の皆様に是非ご参加いた

だきますようご案内申し上げます。 
 

令和８年２月２日（月）  タイムスケジュール（予定） 
  
１２：２０ 開場 受付開始 

１３：００－１３：０５ 開会挨拶 名古屋南労働基準監督署長 

１３：０５－１４：０５ ■基調講演 自律的な化学物質管理―背景及び課題―：城内博氏 

    （休憩） 

１４：２０－１５：１０ ■講演  化学物質のリスクアセスメントについて（推定法と実測法の比較）：大場恵史氏 

１５：１５－１６：００ ■講演  化学物質管理、産業医の果たすべき役割と限界： 斉藤政彦氏 

１６：０５－１６：３５ ■講演  行政機関の立場から：大久保克己氏 

１６：３５ 閉会 
 
会 場 名古屋市工業研究所 １階ホール（名古屋市熱田区六番三丁目 4番 41号） 

 

地下鉄「六番町」駅下車３番出口すぐ  

※当日は駐車場の混雑が予想されます。できる限り公共交通機関をご利用ください。 

なお、駐車スペース以外への駐車はお止めください。 
 

参加申込みについて 
  
申込方法 ①②のいずれかの方法でお申込みください。 

 ① 右の二次元コード又は名古屋南労働基準協会ホームページより 

申込みフォームにアクセスしてください。 

② 以下にご記入の上、ＦＡＸしてください。 
  
 

ＦＡＸ ０５２－６５１－１４１１ 
（ＭＡＩＬ ｉｎｆｏ＠ｍｅｉｎａｎ－ｒｏｕｋｉｋｙｏ．ｏｒ．ｊｐ） 

申込先 

 

問合せ 一般社団法人名古屋南労働基準協会 TEL 052-651-9246 

   令和８年２月２日（月） 化学物質管理に係る研修会 申込書（兼 参加票）   ※記入不要 

事業場名  
※受付番号  

※受付印  
住 所 

〒 

参加者名①  電 話  

参加者名②  ＦＡＸ  

備 考  

※受付確認後ＦＡＸで返送いたします（当日、受付印のある用紙をご持参ください）。 

化学物質管理に係る研修会 参加無料 

主催 名古屋南労働基準監督署 

独立行政法人労働者健康安全機構愛知産業保健総合支援センター 

一般社団法人名古屋南労働基準協会 

後援 公益社団法人日本産業衛生学会東海地方会 

申込みフォームは 
こちらから 
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